
吹奏楽部員のための

情報ページを作りたい！
〇　各コンクールや定期演奏会の情報が一覧で見える

〇　中古楽器の買取や販売

〇　楽譜や備品の販売

〇　楽器の修理やメンテナンスができる

〇　ユニフォームやＴシャツなどおそろいで作れる

吹奏楽部の活動に関するものがすべてそろう！



（愛知の）中高大　学校の
　　吹奏楽部員と楽団員

各地のコンクールやコンテスト、定期演奏会の情報

楽団の募集、楽器や楽譜　備品の情報など

情報交換をしてもらったり、中古の楽器の売り買い

メンテナンスをしたり、楽譜や備品を購入してもらう
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初めて買った楽器の購入額は？

１～１０万円
１４．７％

１０～２０万円
２３．５％

２０～３０万円
４１．２％

３０～４０万円
２．９％

４０～５０万円
１１．８％

５０万円以上
５．９％

吹奏楽部員が自分で購入した
楽器の平均金額は２０万～３０万

その他部費以外でかかる費用

・マウスピース
・リードお手入れ用品
・外部レッスン代
・合宿やコンクールの出費
・ホール練習代
・部活Ｔシャツ　衣装
・楽譜のファイル
・トレーニング楽譜の購入

吹奏楽部員はとにかくお金がかかる！



学校で使用した楽器を返却する時に楽器屋さんでメンテナンスしてから
返却することが推奨されているが、メンテナンスできる楽器屋は愛知県
に２９店しかなく、名古屋周辺にしかない。



市場規模

愛知の中学校数　４３９校
439×20＝８７８０人

高校数　２２２校
222×20＝４４４０人

大学数　５１校
51×20＝１０２０人

愛知の中、高、大学の総数は

７１２校

各学校に部員が２０人と仮定すると

１４２４０人

愛知県の吹奏楽部員数



●　吹奏楽部に関する情報が一括　　

　してみられる

●楽器に関する備品や楽譜も買える

●楽器や備品やユニフォームを
　安く購入できる

●　楽器のメンテナンスは時期が

　集中するため、 人材確保が難しい

●知名度がない

●実績がない

●　少子化のため、 吹奏楽部のな　

　い学校が増えている

●部員や大会、 演奏会の減少

●フリマアプリの普及

●　愛知県内に楽器のメンテナンス　　

ができる店があまりない

●中古の楽器を扱っている店が少ない

●学校の楽器の老朽化がすすんでい

る

吹奏楽サイトの SWOT



ペイドメディアペイドメディア
SNS 広告
選択理由
　◆若年層がターゲットのため、SNS 使用率が高い
　   ◆共通の興味関心を持っているユーザーにアプローチしやすい
　　
予想できる効果
　◆「拡散」により不特定多数へのアプローチも期待できる
　   ◆潜在層にサービス内容を認知してもらう
　　

Instagramや LINE



５０００セッション

離脱率９０％

５００００セッション

KPI 総セッション数

月間 2.3 万セッション

KPI　いいね数　４０００

直接訪問率30％

CV ： 商品購入

（平均単価 ５０００円）

中古楽器の

買取販売

楽器のメンテナ

ンス業務

楽譜や楽器の

備品の販売

ユニフォームや

部Ｔシャツの販売

ユニフォーム

販売

Tシャツやアクセサ

リー販売

広告 LP

年間目標　　　３０００万

KGI　月商　　250 万

CVR ： 広告１％

　　　　　　検索２％

吹奏楽部の総合

サイト

(65％）

(５％）

(１０％）

(２０％）

月５００人が５０００円購入してくれれば

月商　２５０万　年間３０００万の売上

SNS


